
株式会社 IMAGICA 麻布十番スタジオ

東京・麻布十番にあるポストプロダクション「株式会社 IMAGICA 麻布十番スタジオ」が 2013 年、一部リニュー
アルを実施した。そして新たに開設された MA ルームの中心機材として導入されたのが、「ヤマハ」の DAW システ
ム「Nuage」だ。「Nuendo」を核に、コントロール・サーフェース「Nuage Master ／ Nuage Fader」、入出力ユ
ニット「Nuage I/O」、オーディオ・カード「Dante Accelerator」、シンクロナイザー「Nuendo SyncStation」、
DSP エンジン「DME64N」といったコンポーネント群で構成される「Nuage」システムは、伝統的なコンソール・
スタイルで「Nuendo」をオペレーションできる新世代の DAW として、世界中のポストプロダクションの現場から注
目を集めているシステムである。そこで本誌では、今回のリニューアルのコンセプトと「Nuage」システムの導入理
由／使い勝手について、株式会社 IMAGICA の村越宏之氏、鈴木博之氏に話を伺ってみた。

CMを手がける3拠点でDAWを
Nuendoに更新

――― このスタジオでは主にどのよ
うなコンテンツを手がけられている
のですか？

村越　「麻布十番スタジオ」では主
に CM のポストプロダクション作業
を受注していて、主なクライアント
は CM を制作しているプロダクショ
ン様や広告代理店様です。具体的に
は、ここで手がけている仕事の 8 ～
9 割は CM です。

いて、シームレスに機能している感

じです。

――― その 3 つの拠点の中では、こ

の「麻布十番スタジオ」が一番新し
いのですか？

村越　そうですね。最初は「東京映
像センター」だけで CM の仕事を受
注していましたが、増え続ける仕事
に対応するために 1997 年に「銀
座 7 丁目スタジオ」を開設しました。
大手広告代理店様の本社が築地に
あったので、その近くということで
銀座に。そして 2005 年、さらに

もちろんテレビ CM が一番多いです
が、最近では Web 用の CM 等も増
えています。残りの 1 ～ 2 割は企
業 VP だったり、CM プロダクショ
ンが制作する CM ではない映像で
す。ここ「麻布十番スタジオ」に
限って言えば、いわゆる番組を手が
けるのは皆無に等しいです。弊社で
は現在、五反田にある「東京映像セ
ンター」と「銀座 7 丁目スタジオ」、
そしてこの「麻布十番スタジオ」の
3つの拠点でCMを制作しています。
この 3 つの拠点では、ミキサーもエ
ディターも比較的頻繁に行き来して



「株式会社 IMAGICA 麻布十番スタジオ」に導入された「Nuage」システム。32 フェー
ダー仕様で、向かって左から「Nuage Fader」、「Nuage Workspace（SMALL）」（純
正のブランク・ユニット）、「Nuage Master」、「Nuage Fader」というコンポーネ
ント構成になっている。各コンポーネントが置かれたデスクは、特注品とのこと。ホ
スト・コンピューターは Windows プラットホームの「Hewlett-Packard HP Z820 
Workstation」で（マシン・ルームに設置）、同じ「Hewlett-Packard」社製の 24 インチ・
モニター・ディスプレイ「HP Z24i」が 3 面設置されている

コントロール・ルームの左側に用意されている
ナレーション録り用ブース面

麻布十番に新しい拠点を開設しまし
た。規模的には、CM 以外の仕事も手
がけている「東京映像センター」が一
番大きくて、「銀座 7 丁目スタジオ」
と「麻布十番スタジオ」は、若干「銀
座 7 丁目スタジオ」の方が大きいで
す。MA ルームに関しては、どちらも
2 部屋体制です、オンライン編集室も
5 部屋で同じですが、2012 年にオ
フラインの編集室を「銀座 7 丁目ス
タジオ」に集約して 4 部屋体制です。

――― CM を手がける 3 つの拠点は、
人が行き来することも多いとのことで
すが、機材は揃えているのですか？

村越　はい。中心となる機材は大体揃
えています。具体的には、少し前まで
メインの DAW は「Fairlight」社の
もので、最初は「MFX3+」、その後
は「Dream Satellite」を使用してい
ました。これはすべてのスタジオ共通
で、データはどこでも開けるようにし
ていました。そして、コンソールは基
本的に「Solid State Logic」社のも
ので、「Avant」や「C 200」、「Duality」
と、機種はいろいろなんですが、同じ
SSL で統一しています。「SSL」のコ

ンソールが使える人であれば、どれも
扱うことはできるので。サブの DAW
と し て「Avid ProTools」 シ ス テ ム
もあります。メインの DAW として

「Fairlight」を使ってきたのは、やはり
専用機ならではの安心感があったから
です。実際、動作も安定していましたし、
何かトラブルが生じた際は「フェアラ

イトジャパン」1 社に問い合わせれば
いいというのも良かったんです。突っ
込んだコンピューターの知識も必要あ
りませんから。

――― そ ん な「Fairlight」 を 先 頃、
「Steinberg Nuendo」に更新されたそ
うですね。

村越　2011 年くらいから、CM 仕事を
手がける 3 拠点、「東京映像センター」、「銀
座 7 丁目スタジオ」、「麻布十番スタジオ」
の「Fairlight」をそろそろ更新した方が
いいんじゃないかという話が出始めまし
た。「Fairlight」も「CC-1」で Windows
プラットホームに移行していて、「Dream 
Satellite」は世代的にも古くなっていま
したし、そろそろ更新のタイミングなん
じゃないかと。それでMAスタッフ全員で、

「Fairlight」の新しいシステムに更新する
か、それとも「ProTools」のようなコン
ピューター・ベースの DAW に入れ替え
るか、時間をかけて協議しました。その
結果、「Nuendo」がベストな選択肢なん
じゃないかということになり、2012 年
末から 2013 年初頭にかけて順次更新し
ました。現在は 3 拠点で「Nuendo」を
メイン DAW として使用しています。

――― 選択肢としては、「FairlightCC-1」、
「ProTools」、「Nuendo」の 3 択という感
じだったのでしょうか？

村越　大きくはその 3 つですね。個人
的には「Merging Pyramix」も興味が
あったんですけど（笑）、日本では CM
の世界であまり使われてないことも
あって、「Fairlight CC-1」、「ProTools」、

「Nuendo」の 3 機種が選択肢でした。

スタジオの壁面。音響設計は株式会社アコース
ティックエンジニアリング、施工は有限会社安
田テクニカルビルドが担当した



―――「Nuendo」選定の決め手と
なったのは？

村越　CM を手がけていない拠点を
含め、弊社ではこれまで「Nuendo」
の導入実績はありませんでした。だ
から詳しいことは誰も知らなかった
わけですが、選定にあたってじっく
り触ってみたところ、想像以上に良
かったんです。操作の自由度が非常
に高くて、1 本のオーディオ・ト
ラックに複数のオーディオを重ねて
配置できたりと、「Fairlight」に近
い使い勝手の良さがありました。比
較的後発の DAW だけあって、「Pro 
Tools」が苦手としている部分を流
暢にこなせたりとか。とは言っても、

「ProTools」 や「Fairlight CC-1」
も、CM 作業をするには十分な性能
を持った DAW だとは思うんです
よ。だから大きな差があるわけでは
なく、最終的には好みの問題という
感じでした。

麻布十番スタジオの新設のMAルー
ムにはNuageシステム導入

――― そして昨年開設された新しい
MA ルームには「Nuage」システム
が導入されていますね。

村越　ここは元々テレシネの部屋
だったんです。しかしテレシネより
も MA の方が需要が高くなったので、
改装して 2013 年 7 月から MA ルー
ムとして稼働させています。
ですからこれで「麻布十番スタジオ」
も「銀座 7 丁目スタジオ」同様、MA
ルームが 2 部屋体制になりました。

「Nuage」システムを最初に見た
のは 2011 年の Inter BEE で、“遂
に「Nuendo」にも「Avid ICON」
システムのような本格的なコント
ロール・サーフェースが登場した
か”とかなり興味を持ったんです
けど、当時はまだ CM の世界では
in-box mix というのはあまり多く
ありませんでした。番組の世界で
はけっこう「ICON」システムを導
入しているスタジオがあって、皆
さん便利に使っているのは知って
いたんですが、CM のスタジオは
外部からエンジニアさんがやって
来ることも結構あるので、

誰もが使えるコンソールを置くとい
うのが暗黙の了解としてあったんで
す。でも個人的な好みは別として、
改訂作業がある CM の世界こそ in-
box mix に移行すべきなのではない
かと考えていて、それはきっとクラ
イアントにとっても喜ばれることなの
ではないかと思っていたんですよ。そ
こで今回、MA ルームを増やすにあ
たって、これまでのようにコンソー
ルを導入することも考えたんですが、

「Nuage」システムを導入して、この
部屋は in-box mix に移行してしまう
のがいいんじゃないかと。それにこの
部屋はそんなに広くないので、大きな
コンソールは入れられないという物理
的な制約もあったんです。仮に大きな
コンソールがギリギリ入ったとして
も、それは音響的にあまり良くないん
じゃないかとも思いましたし。ですか
らこのスタジオのコンセプトは、“CM
を in-box mix で”なんです。

――― 導入された「Nuage」システ
ムの構成についておしえてください。

村越　サーフェースは「Nuage 

    「Nuage」システムに向かって右側には、
アシスタント用のモニター・ディスプレイ
とキーボード／マウスが設置されている

    「Nuage」システムの左下に設置されている
ラック。上から「アドギア KZ-912R」（「KZ-
912」用のリモート・コントロール・ユニット）、

「Neve33609/J」、アナログ・パッチベイ、「デ
ノン DNF450R」（オーディオ・レコーダー）    モニター・スピーカーは「ヤマハ NS-

10M STUDIO」と「Genelec 8020CPM」。
「NS-10M STUDIO」は、パワー・アンプ
「Amcron StudioReference II」で駆動され
ている

     「Nuage」システムの奥には、VU メーター、
「ヤマキ YLM-ND01T」（ラウドネス・メーター）、
「DK-Technologies MSD100」（マスター・ス
テレオ・ディスプレイ）が置かれている

株式会社 IMAGICA の 村越宏之氏 株式会社 IMAGICA の 鈴木博之氏
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Master」と「Nuage Fader」を 2
台組み合わせた 32 フェーダー仕様
で、コンピューターは Windows プ
ラットホームの「Hewlett-Packard 
HP Z820 Workstaion」です。コ
ンピューターには、オーディオ・カー
ド と し て「Dante Accelerator」
が イ ン ス ト ー ル し て あ り ま す。

「Nuendo」はバージョン 6 ですね。
「Nuage」の対応がバージョン 6 か
らということで。サーフェースを設
置しているデスクは、「Nuage」の
デザインに合わせて特注で製作して
もらいました。

――― もう導入されて約 1 年との
ことですが、使い勝手はいかがで
すか？

村越　これは「Nuage」システム
の大きな特徴だと思うんですけど、
マルチ・ディスプレイなので抜群に
視認性が良いですよね。今回導入し
た「Nuage」システムは 3 画面仕
様で、エディット画面、ミキサー画
面、プラグインのウィンドウなどを
一気に確認することができるんで
す。画面を切り替えることなく、こ
こまで俯瞰できるというのは、やっ
ぱり素晴らしいですよね。これは

「Avid ICON」システムなどには無
い「Nuage」システムならではの
特徴だと思っています。
ただ、普通にディスプレイを設置し

手慣れた様子で「Nuage」システムをオペレーションする村越氏

てしまうと、ちょっと高すぎるんで
すよ（笑）。
だからここでは、ディスプレイの下
部を少しコンソールに隠す感じで
設置しています。こういった自由
なレイアウトは、サーフェースに
液晶ディスプレイが内蔵されてい
るものだと難しいと思うんですが、

「Nuage」システムならば自由に
配置することができる。ディスプ
レイに表示されているのはソフト
ウェアのウィンドウなので、リサ
イズも自由ですしね。
鈴木　やっぱりフェーダーがある
と安心できますね。15 秒の CM
であればキーボードとマウスだけ
で済ませてしまうことも少なくな

いんですけど、企業 VP など 4 ～
5 分あるいは 10 分くらいの尺の
作品を手がけることもあるので、
それくらいの尺になるとキーボー
ドとマウスだけで細かく操作する
のは大変。やっぱりフェーダーを
使って直感的に出来た方がいいで
すよね。どちらか一辺倒というわ
けではなく、仕事の内容によって
キーボード／マウスとフェーダー
を上手く使い分けています。

――― フェーダーやスイッチなど
の操作感はいかがですか？

村越　この価格帯のコンソールに
しては良好な操作感に仕上がって
いると思います。フェーダーやス
イッチの操作感というのは、どう
しても価格相応になってしまうと
いうか、高価なものはやっぱり良
いです。でも今の時代、フェーダー
1 本 50 万 円、32ch で 1,600
万円と言われても、本当にペイで

コントロール・ルームに用意された「Nuage I/O
16A」。アナログ 16ch 入出力のモデル



できるのかという話になるわけじゃ
ないですか。頑張ってそういうコン
ソールを導入したとして、操作する
ミキサーはハッピーでも会社はハッ
ピーじゃないというか（笑）。その
点「Nuage」 シ ス テ ム は、DAW
を中心に据えたコントロールサー
フェースとしては納得のいく価格で
すし、フェーダーやスイッチなどの
操作感は価格以上のものに仕上がっ
ていると思います。ぼくがフェー
ダーやスイッチに対して操作感以上
に重視したのは、耐久性というか堅
牢性ですね。こういう仕事をやって
いると、ある操作子が突然動かなく
なってしまうというのが本当に怖い
です。だから「Nuage」システム
を導入する前に、「ヤマハ」の方に
しつこくその点を確認したんですが

（笑）、担当者いわく、MA の現場で
ガシガシに使われることを考慮し
て、フェーダーやスイッチはかなり
耐久性の高いものを搭載したと。ま
だ導入して 1 年程度なので何とも言
えないですが、今のところはまった
く問題ないですね。これは余談です
が「ヤマハ」って SR 製品のリーディ
ング・メーカーですよね。SR 用コ
ンソールって本当に過酷な現場で使
われていると思います。移動も多い
ですしね。そういう市場で評価され
る製品を長年送り出してきたメー
カー製というのは、やっぱり安心感
があります。

マシン・ルームに設置された「Nuendo 
SyncStation」 と 3 台 の「Nuage I/O 
16D」。1 台でデジタル 16ch 入出力と
いう仕様で、コントロール・ルーム設置の

「Nuage I/O」を加えると計 64ch 入出力。
Dante のデジタル・オーディオ伝送によっ
て、ホスト・コンピューターや「DME64N」
とのルーティングを実現している

実際のところはどうか分からないで
すが、そういう世界で培われてき
た高い耐久性を実現するノウハウ
が、こういうプロダクション用サー
フェースにも活かされているのかな
と勝手に想像しています。

――― これまではコンソールと
DAW を組み合わせて作業されてき

たわけですが、改めて in-box mix
はいかがですか？

村越　個人的には in-box mix より
も、スタジオ・システムとしてより
自由度の高いコンソール・ミックス
の方が好きなんです。1 マシン・シ
ステムの場合、そのマシンに不具合
が出てしまうとスタジオじゃなく
なって、ただの部屋になってしまう。
以前はよく言われていた“コンソー
ルの音”というのも大切なこと
だと思っています。「SSL の音」と
か「NEVE の音」とか。

鈴木　でも、今となっては in-box 
mixの方がいいですね。コンソール・
ミックスも直感的に操作できていい
とは思うんですけど、CM の仕事は
後での改訂作業が多いので。in-box 
mix ですと、「Nuendo」のプロジェ
クト・ファイルを開けば、前の状態
が再現されるわけですから。

マシン・ルームに設置されたヤマハ 「DME64N」。
EQ 処理以外に、外部機器との連携や、モニター、
コミュニケーション機能追加といった、「Nuage」
のシステム拡張の役割も果たしている

株式会社 IMAGICA 麻布十番スタジオ
東京都港区麻布十番 1-10-10 ジュール A 6F 
Tel：03-5549-1491　
http://www.imagica.com/
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